2006年（京都北部）地区（舞鶴）ブロック共同宣教司牧の歩み
１．ブロック内の「共同宣教司牧的」相互交流と相互補完について

	１－A　ブロック司祭団（含む修道者）の分担

・舞鶴地域（2教会）と福知山地域（3教会）を2人の司祭が担当されており、平常は担当地域が固定されているが、葬儀等については、応援してもらったり、命日祭等は信徒が行う場合が多い。
・司祭不在の時の主日の集会祭儀をどのように行っていくかが課題（司祭と信徒の気持ちにずれ）。

	１－B　司祭団と信徒との連携体制

・隔月毎のブロック会議、地域毎の役員会において、定期的に交流が図られている。ただし、互いの理解、信頼と言う点ではまだ十分とはいえない。

	１－C　意見交換とコンセンサス

・小教区においては評議会、ブロックにおいては隔月毎のブロック会議、北部協議会に関する事項については、両ブロック事務局会議等により、意見交換とコンセンサスは図られている。ただし、評議会がまだ軌道に乗っていない小教区もあり、司祭・役員・信徒との意見交換とコンセンサス、特に「共同宣教司牧」の理解については、必ずしもうまくいっているとはいえない。


２．「共同宣教司牧的」な地域教会共同体の動きについて。

	２－A　意思決定のプロセス

・従来の、会長が意思決定を行う状態から、仕事の役割分担ができて皆でやっていくという雰囲気ができはじめている。しかし、責任の所在・意思決定のプロセスが明確でないなどの問題もある。

	２－B　意見交換・意見集約方法
・信徒相互の意思交換、意見集約は、総会以外は殆ど設けることができず、その総会への出席者も少ない。

	２－C　情報の共有
・ミサ後の周知、掲示板の利用、教会だより、各種会議等において行っているが、特に向上しているとはいえない。今後はホームページの作成等を含めて、広報部の充実がより重要となる。

	２－D　小教区間の協力
・隔月毎のブロック会議、地区毎の定例役員会を開催し、諸行事や聖週間、降誕祭、黙想会などのスケジュール調整、巡礼旅行、サマーキャンプ等の行事について協力しあっているが、まだ2地区同士の共同体制という点では十分でない。


３．「共同宣教司牧」を支える活動について

	３－A　奉仕や福音宣教者としての意識
・各小教区共通ではないが、黙想会、聖書学習会などを通して深めている。
・集会司式者研修会、侍者合宿、広島巡礼等に積極的に参加するよう促している。

・司祭が少ないため、信徒の代表が命日祭等の司式をする機会が増え、役員の自覚も高まり、信徒もなぜ司祭は来てもらえないのかとの声も高かったが、今では理解する信徒が増えてきた。
・司教指針に基づき、「小教区規約」の見直しが進み信徒1人一役を目標としているが、信徒数の減少、高齢化の中で、評議委員の交代制や責任体制など問題も多い。

	３－B　分かち合いと福音的識別
・司教のブロック訪問・地区集会、北部地区大会において、多数の信徒が参加し、意義のある分かち合いを行うことができた。しかし、まだ分かち合いが苦痛と感じる人も多く、参加者がいつも固定していることも課題である。
・分かち合いのリーダー養成と小教区への反映が急がれる。


４．「共同宣教司牧」の学びと祈りについて

	４－A　共同宣教司牧と秘蹟・典礼
・「…。神の母聖マリア、罪深い私たちのために、今も、死を迎える時も祈ってください。」と、教会の中でもみじのような手を合わせ、大きな声で祈る園児たちの姿は素晴らしい光景でありクリスマス発表会の聖劇も親子共々、カトリック学園ならではの神秘的とさえ思えるような光景を見ることができる。幼児教育や福音宣教的にも、司祭の霊的指導をお願いしたい。
・一部の教会では、1年間の当番表により、朗読や先唱者を決め、全員にいきわたっており、また、評議会も窓口担当者を当番制で行っており、1人でも多くの信徒が教会の事を理解できるようになったことは、評議会制の成果と思う。

	４－B　信仰入門・養成講座
・教会によって差はあるが、生涯養成講座、聖書講座、黙想会等を開いている。
・教会学校は、シスターの指導でかなり充実している教会もあるが、子どもが少なく難しい面もある。しかし、ある小教区では、数十年ぶりにお母さん方が自主的に教会学校を立ち上げ、11人の子どもたちに神様のお話や、侍者の心構え等を教え、3人の侍者が誕生し、初聖体を受けることができたことは、大きなお恵みであった。

	４－C　リーダー養成・信徒養成
・小教区規約の改正による部会活動の充実を図る中で、わずかながら新しい役員や奉仕者が生まれているところもある。

・教会によっては聖体奉仕者養成、集会祭儀研修、侍者研修、教会学校リーダーと子ども向けの聖書講座がないところもあるが、その必要性は皆感じており、ブロック合同で実施できるよう努力したい。
・評議員の交代制は、それなりに意義があるが、皆忙しく、人選が難しい。各部においても、人数不足の状態であり、次世代のリーダー養成は難しい。
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